
が生じた｡4.FR10.20では持続的なF別′ほ 動がほと

んどの部位にLLiじたが.反応肢対mTlの mOtOrないし

sensory[110tOrでは帖めてnJ川代なT.'jg;ErI(Jr創り澄動がil:じ

た｡5.以上のnlltt.はLi応肢刈川に似非.柑 こTnOLor,

sensorymotorでは位軸であった｡6.拙化後変動はFR

巾の持続的変動のプ.C柑fIlmないしn動性陽性としてLJiじ

た｡

｢サル脳における青斑核由来 ノルア ドレナ リ

ン性ニューロン投射路の組織化学的証明｣

田中千賀子 (京大 ･医)

石川 正恒 (同 上)

mnÎ1'は多良のノルアドレ))ン(NAN)を含む部位と

して知られているが.NAの祝抹および祝抹下部内での

級純な分村 こついての知見は充分ではなかった｡木研究

では.アカゲザル間脳におけるNA及びDAを分む神托

終末の分布を,Falck-1Iillarpはをmいて挽,gt･し,Snider

とLccの問詰y.'に従って CA神経終末の分-/fJ一同を作犯し

た｡

1)-77Ⅰ糾女及び1LfqtrJNA火の枇城実験から.･門流牧山

米のNA終末は収も小さな Varicosityを持ち.延髄.

椛矧制水や脳罰mml系山米のNA終末とは形悠学的に界

なる｡

2)祝1末のNA終末分布は.ラットと籾似する部分も

ある机 ラットに比べてサルの方が視床の発達がよく.

かなりN̂ 終末の分村 こも和屈差がみられる｡正中核郡

紘.脳宝l那HNA神経経路由来と思われる中型 vari-

CosilyをもつN̂ 神経終末の分布がみられる｡--N斑核系

の小ZE!の varicosityをもつNA神経終末は.主に内外

州 点状休.枕rr..外側核.髄板核郡.腹側核札 及び前

掛.IY.などに分れJ'する.

3)視床下部の NA終末の分布はラットのそれと類似

点が多い.乳所作.前祝抹下掛 こは主として.背斑核由

来の小さな VaricosityをもつNA終末が分布している｡

脳室周囲屑.竹内qtFJ核.弓状は.耶斗.祝東上核,交叉

上核.傍_%核には九 小_刑の Y.lrieosityが密に分布し,

少数の小型 Varicosityが況-llす る｡ ｢コ状路.交叉上核

のNA終末の分科 まラットと比べて僻である｡

4)祝n三へのNA神経路は.小型 V.lricosityをもつ青

斑核由来の組経は i)門qtlJNA火.rL)爪tl'窮周囲系.iii)

内川rJTJ脳jlgの三つの純綿を71由って入る｡中型の vari-

CosityをもつNA終X'は.中脳水辺m甜灰自Tf.視床F石

部.絶視床下取こあるNA抑氾山北のもので脳'j7F.q閃系

を過って.視探の脳宅mL7H朋へ分'llIする.

5)祝抹下部へは,i)TJ脱 核山北の線維は脳㌫円田系,

内仇糊 脳末をJTiuって入る｡ii)中型 varicosityをもつ終

末は脳室周四系由来のものであり.iii)大型 Varicosity

は延防.柄網様体由来のもので.内川前脳刃沌 ;Fulって入

る｡

設定課題 6.霊長類の生殖に関する基礎的研究

妊娠猿子宮における子宮血流動態に関する研

究

小 嶋 晃 (愛媛大 ･医)

坂口 守彦 (天理病院)

田内 問彦 (天理病院)

大 出 清 (京大 ･霊長研)

子宮収縮(帥描)による子宮血流員の減少がfetaldis-
tressの発生に深いDg係を持つといわれる｡したがって

子宮収縮と子宮血流昆変化の詳細を知ることは秘めて血

更である｡我々はヒトと同種の胎盤を持つアカゲザル.

ニホンザル妊娠米用子宮について収紺と血統の附係をし

らべた｡

子宮動脈血流丑は電磁血流計で,子宮収縮は羊水圧

杏.そして子宮筋電図によって子宮壁局所の興恋を記録

した｡

(1)羊水圧は子宮収縮のない状態で 11cmH20の位

を示す｡圧力がこの基準値より約 5cmH20以上上昇

すると,血流鼠の誠少がみられるようになる｡内圧と血

純減の一例を示すと.-平均15.2(非収脚 Jj内FT:)+16.8

(収縮時内EE)cmH20 の収紺‖こ対し.血流f正は少は

880/Oであった｡又.他の例では11.0(非収脚 寺内圧)+

18.1(収脚 ‡内圧)cmlI20に対し.51%で.177例との

問に著しい和迩がみられる｡ これは非収馴 :j･内圧.すな

わち子宮の緊張が形¶しているのではないかと思われ

る｡

(2)収縮のm始と血流Ll氾少のD服止の時間的関係.

卵符内部の放rli開始後 10-30sccにして血流畳は減

少しはじめ.正にその 10-20sec後.休部の放電と内

圧の上界が開始する場合と.卵管角取 休部の放鼠 内

圧上界が殆んど同時に始まり.それより 10-20sec遅

れて血流皿が減少しはじめる場合とがある｡しかしまれ

には血流塁減少が先行することもある｡この理由は尚不

明である｡

(3)子宮内圧の頂点と血流塁減少の最低点の時間的関

係｡多くの場合最低点は琉点より10-20sec先行する｡

しかし測定例の1/1において逆に 10-20sec遅延するこ

ともある｡
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要するに子宮内圧は血流星に著しい影響を与えるので

あるが.両者動力学的関係.発現の時間差などについて

更に実験を繰返さねばならない｡又血流減少が単に圧迫

による受動的な ものか どうか.枚討しなくてはならな

い｡

霊長類の非妊時及び妊娠時の内分泌動態.ニ

ホンザル血中ステロイ ドホルモンの季節的変

動について

麻生 武志 (京大 ･医)

大 島 漕 (京大 ･霊長研)

松林 清明 (京大 ･霊長研)

ニホンザルの生砧生班の特故の1つは.その繁殖期が

特定の一帖 U)に限られている郡であり.5-6月からの

無月経糊の'A12月tJlに充惜し妊娠可能となって3月矧こ

分娩を終えるパターンがみられる｡霊長籾の非妊時の

内分泌動怨に関する研究の一環として ニホンザル血中

steroidl10rmOneレベルの季節的変動の挽討を行った｡

成熟メスニホンザル5琉 (年令7-lo牙.体韮7.4-9.8

kg)を火映対象とし.10月1日から翌年7月10日まで退

2回採血.｢耶Jiに舵スメアの検索を行い,plasmaest-

radiolと progesteroneを各々 speCiiicradioimmu-

noassayにより飢IjLjEした｡

対象動物の卯1回の月経周)抑ま11月中旬よりDR始し翌

年3月中旬までの問に略30日型の月経用糊が4-5回み

られた｡12月から3月までの plasmaestradiolレベル

はその約枚の時糊に比して相対的に高く.mid-cycleに

一致して 200-400pg/mlに通するピークがみられた｡

Plasmaprogcsteronc伯は10-12月.4-7月のnL耶各
250pg/mlで変動はなく.12-4月には月経開始後約2

週間EBより次節に増加し.2-5ng/mlに通する最高値

となった改月経m始と共に低下する周期的な変動が4-

5回認められた｡以上の如きestradiolとprogesterone

の分泌動態からニホンザルで排卵性周期が規則的に起る

のは12月から3月までで.その回数は4-5回であると

考えられる｡10-11月および4月以降にはprogesterone

の増加と性器出血を伴なわない estradiolの 100-200

pg/mlに達するピーークが3-4週間の間隔でみられる

ことから,この時才知こは排卵には至らないがある班皮の

卵胞成熟は起っていると推察される.ニホンザルの牢抑

的に繰返される排卵性周期の開始と停止が何如なる板紙

によるかは.いまだ仮説の域に留まらざるをえないが.

これら移行期を中心に詳細かつ総合的な内分泌学的枚索

はヒトにおける排卵陣吉の病態解明と治療法の確立に密

はに凹迎していることは明らかである｡現在この面での

研究が引絞き進行中である｡

ニホ ンザルの生活細胞並びに輸管の税能的構

造 と複合多糖類に関する電子顕微鏡的研究

只野 正志 (岐大･教養)

只 野 柳 (名大 ･医)

木研究は初Tm発生過程に於ける生拙細胞の形成,班

乱 交mi,極性等の捜梢を脈析する謁に計画した｡木年

次は予備的段階として生杜のリズムを考慮しながら採取

した雌雄の材料中,卵災卵について枚討した｡田定はグ

ルタルアルデヒド.アクロレイン.オスミュームモ乱 包

埋にはエポン.多糖類の反応には TSC-Osを用いた｡

柑屑の肩平炉胞細胞をもつ卵細胞は楕円形で核は球形.

偏在し仁は核のほぼ中央にみられるO仁から核膜の近郊

に騎粒の移動像があるがこの事はT)ポ核蛋白の移動を暗

示する｡核膜は膜構造が明瞭で屡 多々数の膜孔がみられ

る｡放て膜は不明瞭となり膜域に散細粒が配列し城内に

花屯子密度蚊柱の岱合体が点在し核物ffの,W胞ffへの移

動像がみられる.この状態は節 1成熟分滋の前段を示す

と考えられる｡また不完全な形成期の抜朕は披状で外股

は部分的に消えまた突起或は空胞がみられ糸杜札 苅昭

子密皮頼粒の接着もみられるO細胞矧 こは多淡の糸粗

帆 ゴルヂ体.空胞.衣屈位の前駆体(ミエ1)ン梯小休)

がみられる｡糸粒体はql城的に出現し増加と共 に拡が

る｡これと反対に上記の前馬匹体の袋田があり明らかな柘

性を示す｡これらのRLgに小胞体が多く糸粗描との述路も

注目される｡基礎膜は一様である｡刑包細胞は次節に立

方状となり史に多層となる.この期に狭い囲卵腔,故紙

毛.透明帯が現われる｡初め折胞細胞から卵に細胞小器

官の移動がみられ.故紙毛は卵表の内壁にゴルヂ休が笈

打した帯域の突出により形成され内部に･B打物質を含

む｡透明･71Lfは最初珠粒細胞の細胞質の一部分が卵衣に沈

犯して形成され.その並行と共に細胞だ全体と卵の微純

毛も加わる｡道明召引こは徽仏経が走るが.これはrlfの禿

軟性に寄興すると考えられる｡多粧籾反応は表層粒とそ

の前駆体.折胞細胞のライソゾームに故陽性である｡な

お巨大なミニt)ン梯小休をもつ卿の基超脱は部分的に消

失し血管が隣接している印がある｡これは早晩吸収され

るかもしれない｡

一･46-


